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日頃から，京急線をご利用いただき，誠にありがとうございます。

当社グループは，すべての事業において安全・安心を最優先し，その確保に
全力を傾けており，空気があることと同じように，当たり前に「安全」であり続ける
ことが大切であると考えております。特に鉄道事業においては，鉄道安全管理
規程に定めた安全管理体制のもと，安全最優先の意識の徹底や，法令や規程
等を順守し厳正・誠実に職務を遂行することにより，安全・安定輸送の確保に
努めております。

2015年度においては，安全安定輸送の確保のために，高架橋や橋上駅舎
の耐震補強工事などの防災対策工事の推進や新型車両導入など，安全対策
への設備投資を実施したほか，安全に関する教育や異常時に対応できるように
訓練の充実など，ハード・ソフト両面からさまざまな取り組みを実施し，安全面の
強化を推進してまいりました。
また，国土交通省より，当社の鉄道が，極めて利便性の高い高頻度かつ高速
運転，相互直通サービスを実現する一方で，高い安全性を確保しつつ列車の
遅延を最小限に抑制し，わが国最高水準の安定輸送を促進しているという点で
評価され，2015年度「日本鉄道賞」の特別賞を受賞いたしました。本賞の名に
恥じぬよう，改めて当社の鉄道が重い責任を担っていることを心に刻み，計画・
実行・評価・改善のＰＤＣＡサイクルを意識した，安全対策を進めるとともに，安全
最優先の意識の徹底を図ることにより，より一層の安全・安定輸送の確保を図り，
お客さまにとって安全・安心な鉄道であり続けるよう引き続き努めてまいります。

本報告書は，鉄道事業法第19条の４に基づき，当社におけるさまざまな安全
確保に関する取り組み状況等を，皆さまにご理解いただくため作成したものです。
ぜひ，ご一読いただき，ご意見やご感想をお聞かせいただければ幸いです。

京浜急行電鉄株式会社
取締役社長
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鉄道安全管理規程
に基づく

PDCAサイクル

P

D

C

A

施策や対策の
見直し・改善

マネジメント
レビュー報告書

当社では，鉄道安全管理規程※において，「事業の運営について，安全の確保を第一の
課題として行う」と明確に定めております。また，当社の安全方針として「安全最優先」
「鉄道安全管理規程に基づく安全確保」「法令や規程等の順守」を掲げて安全管理体制を
推進し，その目標として，有責事故ゼロの継続を目指し取り組んでおります。
なお，2008年５月に鉄道安全管理規程の見直しを行い，当社の安全に関する基本的
な方針を鉄道安全管理規程に明文化いたしました。

Check
（評価）

Act
（見直し・改善）

鉄道の安全に関する
施策・対策の策定

Plan
（計画）

施策の進捗管理・
対策の効果確認

1 安全最優先の意識の徹底を図るとともに，
鉄道安全管理規程に基づき，安全確保に全力を傾ける。

2 お客さまや社会の信頼に応えるため，
法令や規程等を順守し，厳正・誠実に職務を遂行する。

※鉄道安全管理規程については，Ｐ４に解説があります。

2015年度　鉄道本部　安全重点施策

１．安全に対する意識・知識・技術を向上させる教育訓練の更なる強化
２．基本作業の確実な励行につなげる取り組みの強化
３．リスクアセスメントを活用した事故・ヒヤリハットの原因分析，再発防止対策の強化
４．事故・自然災害等のリスクを想定した多面的な対策の強化
５．安全性向上のための，設備・施設を充実させる継続的な取り組み
６．コミュニケーションの充実を図るための継続的な取り組み

『安全・安定輸送を継続し，お客さまからの確かな信頼を獲得する』
一人ひとりが鉄道の使命，責任を自覚し，一致協力して京急の安全に取り組もう

○鉄道運転事故 有責事故０件の継続
○輸送障害 内部要因０件
○インシデント ０件の継続

※それぞれの安全対策の実施状況については，Ｐ16ページ～Ｐ30ページに解説があります。

目標達成への具体的な取組計画を，鉄道本部安全重点施策において定めております。

【具体的な目標】

【 取 組 計 画 】

安全方針

安全管理体制は，計画（Plan）→実行（Do）→評価（Check）→見直し・改善（Act）の
体制（PDCAサイクル）を維持していくことが大切です。当社では，鉄道安全管理規程を
はじめ，現在行なっている体制を常に見直し，改善に向けた取り組みを行なっております。

当社の安全管理体制に向けた取り組みを上記のＰＤＣＡサイクルに沿ってご紹介して
まいります。

◆鉄道安全管理規程に基づくPDCAサイクル

◆安全重点施策

安全重点施策

具体的な施策・
対策の実施

Do
（実行）

耐震補強工事等鉄道安全監査

安全管理体制の構築・改善に向けた取り組み1

Plan（計画）
P
C
DA

2

安全方針
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Act
（見直し・改善）

鉄道の安全に関する
施策・対策の策定

Plan
（計画）

施策の進捗管理・
対策の効果確認

1 安全最優先の意識の徹底を図るとともに，
鉄道安全管理規程に基づき，安全確保に全力を傾ける。

2 お客さまや社会の信頼に応えるため，
法令や規程等を順守し，厳正・誠実に職務を遂行する。

※鉄道安全管理規程については，Ｐ４に解説があります。

2015年度　鉄道本部　安全重点施策

１．安全に対する意識・知識・技術を向上させる教育訓練の更なる強化
２．基本作業の確実な励行につなげる取り組みの強化
３．リスクアセスメントを活用した事故・ヒヤリハットの原因分析，再発防止対策の強化
４．事故・自然災害等のリスクを想定した多面的な対策の強化
５．安全性向上のための，設備・施設を充実させる継続的な取り組み
６．コミュニケーションの充実を図るための継続的な取り組み

『安全・安定輸送を継続し，お客さまからの確かな信頼を獲得する』
一人ひとりが鉄道の使命，責任を自覚し，一致協力して京急の安全に取り組もう

○鉄道運転事故 有責事故０件の継続
○輸送障害 内部要因０件
○インシデント ０件の継続

※それぞれの安全対策の実施状況については，Ｐ16ページ～Ｐ30ページに解説があります。

目標達成への具体的な取組計画を，鉄道本部安全重点施策において定めております。

【具体的な目標】

【 取 組 計 画 】

安全方針

安全管理体制は，計画（Plan）→実行（Do）→評価（Check）→見直し・改善（Act）の
体制（PDCAサイクル）を維持していくことが大切です。当社では，鉄道安全管理規程を
はじめ，現在行なっている体制を常に見直し，改善に向けた取り組みを行なっております。

当社の安全管理体制に向けた取り組みを上記のＰＤＣＡサイクルに沿ってご紹介して
まいります。

◆鉄道安全管理規程に基づくPDCAサイクル

◆安全重点施策

安全重点施策

具体的な施策・
対策の実施

Do
（実行）

耐震補強工事等鉄道安全監査

安全管理体制の構築・改善に向けた取り組み1

Plan（計画）
P
C
DA
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1 制定日 2006年10月１日
2 規程名称 鉄道安全管理規程
3 安全統括管理者 常務取締役鉄道本部長※ 道平　隆
　 運転管理者 運転車両部長兼総合司令所長※ 中山　伸
4 鉄道安全管理規程の主な内容

安全管理体制を確立し，輸送の安全
水準の維持および向上を図ることを
目的としております。

目 的 等

安全に関する基本的な方針や社員の安全
にかかわる行動規範を定めております。基本的な方針等

組織体制・安全統括管理者等の
責務・事故発生時の対応等を定めて
おります。

事業の実施
および管理方法

運転・施設・車両等の各セクションの
管理方法について定めております。

輸送業務にかかわる
管理方法

※2016年3月31日現在。

※2016年3月31日現在。

❶ 鉄道安全管理規程・安全統括管理者・運転管理者
鉄道事業法等に基づき，各鉄道事業者は，鉄道の安全管理体制を確立するため，安全管理規程の制定や安全
統括管理者の選任等が義務付けられております。
当社では，2006年10月に鉄道安全管理規程を制定，安全統括管理者・運転管理者を選任し，国土交通大臣

に届け出しております。

当社では，取締役社長や安全統括管理者，各管理者の責務や権限，管理の体制等を明確にした，鉄道安全
管理規程を，鉄道事業法等に従い定めております。
そのほかにも，鉄道安全管理規程に安全にかかわる行動規範を掲げているほか，コンプライアンス規程に
基づき，法令，社会規範の遵守についてコンプライアンス指針等を定めております。

安全管理体制

❷ 安全管理体制図
鉄道安全管理規程に定める，安全管理の体制は次のとおりです。

▲安全統括管理者巡視▲現業係員との懇談会▲社長巡視

❹ 取締役社長・安全統括管理者による職場巡視
取締役社長や安全統括管理者をはじめとする，役員および鉄道本部内の各部長が，鉄道の安全を支える現業を
巡視し，現場の取り組み状況を確認するとともに，意見交換を行い，社員の安全意識の高揚を図っております。

❶ 鉄道事故防止対策委員会
鉄道事故の原因究明や，その対策，鉄道輸送の安全の確保に関する
体制の見直し・改善の検討を行い，事故防止を図るため，1977年から
毎月実施しており，この委員会の結果は，取締役社長へ報告されます。
また，ヒヤリハット情報の報告もこの委員会を通じて行われます。

❷ 鉄道安全推進チーム
2008年１月から，鉄道安全管理規程に基づく安全管理体制構築のため

の取り組みを推進するため，安全推進部を事務局として，各部の課長クラス
の安全推進リーダーや課長補佐等の合計約30名で鉄道安全推進チーム
を組織し，安全確保に係る情報の共有,各種懸案事項の整理・分析や
鉄道安全監査等を実施しております。

❸ 総合司令所現業長会議
総合司令所長を中心として，駅・運転・施設・車両等の各現業長や
鉄道関係グループ会社の所長等約50名が参加する会議を隔月で実施
しており，現業の情報の共有化を図っております。

安全管理体制を効果的に機能させるため，様々な会議や運動を実施するとともに，経営トップの意思をはじめとする
鉄道の安全に関する情報の共有化を図りながら，安全管理体制の整備の推進や継続的な見直しを行っております。

安全に関する会議等

◆安全管理体制とその方法

Do（実行）P

C
DA

Do（実行）
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1 制定日 2006年10月１日
2 規程名称 鉄道安全管理規程
3 安全統括管理者 常務取締役鉄道本部長※ 道平　隆
　 運転管理者 運転車両部長兼総合司令所長※ 中山　伸
4 鉄道安全管理規程の主な内容

安全管理体制を確立し，輸送の安全
水準の維持および向上を図ることを
目的としております。

目 的 等

安全に関する基本的な方針や社員の安全
にかかわる行動規範を定めております。基本的な方針等

組織体制・安全統括管理者等の
責務・事故発生時の対応等を定めて
おります。

事業の実施
および管理方法

運転・施設・車両等の各セクションの
管理方法について定めております。

輸送業務にかかわる
管理方法

※2016年3月31日現在。

※2016年3月31日現在。

❶ 鉄道安全管理規程・安全統括管理者・運転管理者
鉄道事業法等に基づき，各鉄道事業者は，鉄道の安全管理体制を確立するため，安全管理規程の制定や安全
統括管理者の選任等が義務付けられております。
当社では，2006年10月に鉄道安全管理規程を制定，安全統括管理者・運転管理者を選任し，国土交通大臣

に届け出しております。

当社では，取締役社長や安全統括管理者，各管理者の責務や権限，管理の体制等を明確にした，鉄道安全
管理規程を，鉄道事業法等に従い定めております。
そのほかにも，鉄道安全管理規程に安全にかかわる行動規範を掲げているほか，コンプライアンス規程に
基づき，法令，社会規範の遵守についてコンプライアンス指針等を定めております。

安全管理体制

❷ 安全管理体制図
鉄道安全管理規程に定める，安全管理の体制は次のとおりです。

▲安全統括管理者巡視▲現業係員との懇談会▲社長巡視

❹ 取締役社長・安全統括管理者による職場巡視
取締役社長や安全統括管理者をはじめとする，役員および鉄道本部内の各部長が，鉄道の安全を支える現業を
巡視し，現場の取り組み状況を確認するとともに，意見交換を行い，社員の安全意識の高揚を図っております。

❶ 鉄道事故防止対策委員会
鉄道事故の原因究明や，その対策，鉄道輸送の安全の確保に関する
体制の見直し・改善の検討を行い，事故防止を図るため，1977年から
毎月実施しており，この委員会の結果は，取締役社長へ報告されます。
また，ヒヤリハット情報の報告もこの委員会を通じて行われます。

❷ 鉄道安全推進チーム
2008年１月から，鉄道安全管理規程に基づく安全管理体制構築のため

の取り組みを推進するため，安全推進部を事務局として，各部の課長クラス
の安全推進リーダーや課長補佐等の合計約30名で鉄道安全推進チーム
を組織し，安全確保に係る情報の共有,各種懸案事項の整理・分析や
鉄道安全監査等を実施しております。

❸ 総合司令所現業長会議
総合司令所長を中心として，駅・運転・施設・車両等の各現業長や
鉄道関係グループ会社の所長等約50名が参加する会議を隔月で実施
しており，現業の情報の共有化を図っております。

安全管理体制を効果的に機能させるため，様々な会議や運動を実施するとともに，経営トップの意思をはじめとする
鉄道の安全に関する情報の共有化を図りながら，安全管理体制の整備の推進や継続的な見直しを行っております。

安全に関する会議等

◆安全管理体制とその方法

Do（実行）P
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❷ 安全情報報告
各職場の職員によるヒヤリハット情報，意見・気付きのほか，事故
情報，関係官庁からの通達情報，各種報道情報等の，あらゆる安全
情報を記載した安全情報報告を毎月編集し，これらの情報を共有
化することで，事故・トラブルの要因等を現業と本社が一体となって
究明し対応の見直しを図るなど，安全管理体制の構築に活用して
おります。

2015年度のヒヤリハット情報による改善例

❶ 規程類等の見直し
2013年４月に降雨時・暴風時における列車の運転規制値および規制対象区間の見直しを行うとともに，列車

が運行不能または遅延が発生した場合において，代替輸送を行う場合の規程を制定いたしました。
また，東日本大震災および追浜～京急田浦駅間で発生した土砂崩落に伴う列車脱線事故を踏まえ，既存の規程
類を統合し，改善を加えた形で，事故・災害対応を定める規程を2013年７月に制定いたしました。

ヒヤリハット・事故情報等の収集・活用 【職員用通路のくぼみ解消】
職員用通路にくぼみがあり，雨天時には水溜りになってしまい，台車等の通行に支障をきたしているという事象を
受けて，段差部分の補修を行い，雨天時の水溜りを解消しました。

❶ ヒヤリハット
「ヒヤリハット」や安全に関する「意見・気付き」等，輸送の安全に係る情報については，体系的に集約・活用する
体制を整備しております。

重大な事故等への対応

【スロープの設置】
ドラム缶を油脂庫に戻す際，後ろ向きに歩きながら油脂庫に搬入しようとしたところ，　口の段差に足が引っかかり
転倒しそうになったという事象を受けて，　口部分にスロープを設置して段差を解消しました。

ヒヤリハット報告の流れ

現 業 安全推進部 回覧・配布

担当者

担当部

部内の
会議

職場内の
会議

安全情報報告
（ヒヤリハット報告）

鉄道事故防止
対策小委員会
（必要時開催）

鉄道事故防止対策委員会

社　員

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
、意
見
・
気
付
き

報
告

報
告

報
告

報
告

担当者現業長

監査役

関係部

鉄道関係
役員

鉄道本部内
各部

鉄道本部内
全現業

取締役
社長

対策の実施

リスク
アセスメント
分析

リスク
アセスメント
分析

▲改善前 ▲改善後

▲改善前 ▲改善後

Do（実行）
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❷ 安全情報報告
各職場の職員によるヒヤリハット情報，意見・気付きのほか，事故
情報，関係官庁からの通達情報，各種報道情報等の，あらゆる安全
情報を記載した安全情報報告を毎月編集し，これらの情報を共有
化することで，事故・トラブルの要因等を現業と本社が一体となって
究明し対応の見直しを図るなど，安全管理体制の構築に活用して
おります。

2015年度のヒヤリハット情報による改善例

❶ 規程類等の見直し
2013年４月に降雨時・暴風時における列車の運転規制値および規制対象区間の見直しを行うとともに，列車

が運行不能または遅延が発生した場合において，代替輸送を行う場合の規程を制定いたしました。
また，東日本大震災および追浜～京急田浦駅間で発生した土砂崩落に伴う列車脱線事故を踏まえ，既存の規程
類を統合し，改善を加えた形で，事故・災害対応を定める規程を2013年７月に制定いたしました。

ヒヤリハット・事故情報等の収集・活用 【職員用通路のくぼみ解消】
職員用通路にくぼみがあり，雨天時には水溜りになってしまい，台車等の通行に支障をきたしているという事象を
受けて，段差部分の補修を行い，雨天時の水溜りを解消しました。

❶ ヒヤリハット
「ヒヤリハット」や安全に関する「意見・気付き」等，輸送の安全に係る情報については，体系的に集約・活用する
体制を整備しております。

重大な事故等への対応

【スロープの設置】
ドラム缶を油脂庫に戻す際，後ろ向きに歩きながら油脂庫に搬入しようとしたところ，　口の段差に足が引っかかり
転倒しそうになったという事象を受けて，　口部分にスロープを設置して段差を解消しました。

ヒヤリハット報告の流れ

現 業 安全推進部 回覧・配布

担当者

担当部

部内の
会議

職場内の
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❷ 京急グループ・コンプライアンス指針
京急グループでは，法令や社会規範に則り，京急グループを取り巻くすべての
皆さまからの信頼にこたえ，企業市民として期待される社会的責任を果たすために，
コンプライアンス規程に基づき，京急グループ・コンプライアンス指針，京急グループ・
役員および従業員行動基準を策定しております。また，それらの主旨を常に意識し
行動できるよう，社員全員に指針および基準を印刷したカードを携帯させております。

❶ 鉄道安全管理規程【行動規範】
鉄道安全管理規程に，全社員の安全にかかわる行動規範を定めております。

安全の確保を最優先とし，一致協力して輸送の使命を達成することに努める。

輸送の安全に関する法令および関連する規程（本規程を含む。以下「法令等」と
いう。）をよく理解するとともにこれを遵守し，厳正かつ忠実に職務を遂行する。

常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努める。

職務の遂行にあたっては，憶測によらず確認の励行に努め，疑いのある場合には，
最も安全と思われる取り扱いを行う。

事故，災害等が発生した場合は，人命救助を最優先に行動し，すみやかに安全適切
な処置をとる。

情報は漏れなく正確，迅速に伝え，その共有化を図る。

常に問題意識を持ち，業務の見直しが必要な場合は，積極的に対処する。

1

2

3

4

5

6

7

※京急グループ・コンプライアンス指針，京急グループ・役員および従業員行動基準は，当社ホームページでもご覧いただけます。
　http://www.keikyu.co.jp/company/csr/index.html

❶ 「安全の誓い」の唱和
社員の労働安全衛生意識の高揚を

図るため，毎月25日を安全衛生日と
して，朝礼や点呼時などに「安全の
誓い」の唱和を実施しております。

▲事故資料展示室に掲げられたモニュメント ▲駅での唱和の様子

❷ 事故資料展示室の整備・教習
過去の鉄道事故の資料を通じて，事故・災害対応の体験を共有し，危機

感を高めるとともに事故からの教訓を学ぶ，社員専用の教習施設として，
事故資料展示室を2008年12月に整備いたしました。その後も,さらなる
活性化を図るため,ビデオやスライド等の資料拡充を図っております。

鉄道本部内各部を中心に，延べ約3,600名を越える社員や関係者が
教習を受けております。今後も，この資料室を積極的に活用し，安全意識の
高揚を図ってまいります。
※社員研修施設のため，一般公開は行なっておりません。

❸ 京急グループ安全大会での講演会
毎年７月の全国安全週間に実施する京急グループ安全大会にあわせ，

事故防止と安全意識の高揚を目的とした講演会を実施しております。
2015年度は，航空評論家（元日本航空機長） 小林宏之氏から『大空から

学んだこと』と題してご講演をいただきました。

❹ 安全に関する講演会
異常時における人間の心理状況について理解を深めるために，2015年

５月，管理監督者クラスを対象として，自治医科大学メディカルシミュレー
ションセンター・センター長の河野龍太郎氏から「人は「正しい」と判断して
行動する－ヒューマンエラーは原因ではなく結果である－」と題してご講演
いただきました。

金沢文庫保線区 保線班　友野優汰
毎月行われる職場内教習は，線路を保守するための
様々な知識や経験を先輩方から聞くことができ，大変
参考になるとともに安全意識の高揚にも役立ちます。
常に危険と隣り合わせの作業ですが，鉄道の運行を
支える技術者として,安全を最優先に考え，安全・安定
輸送に向けて更なる技術力の向上を目指し，努力して
まいります。

メッセージ

❺ 職場内教習の実施
駅・運転・車両・施設の各現業においては，年間指導計画に基づき，机上・実設を併せた職場内教習を毎月行い，

知識や技術の向上に努めております。この教習では，事故防止や異常時の取り扱いの再確認のほか，ヒヤリハット
情報を活用した教育を行うなど，社員の安全意識向上も図っております。

社員教育法令順守

安全に関する行動規範（鉄道安全管理規程から抜粋）

京急グループ・コンプライアンス指針（抜粋）
お客さまに対して
 お客さまの豊かな生活のため，安全で，満足を得られるサービス・商品の提供に努めます

京急グループ・役員および従業員行動基準（抜粋）
お客さまに対して
 私たちは，常にお客さまの安全を最優先に考え，サービスや商品を提供します。

Do（実行）
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サービス介助士・普通救命講習修了者の
取得表示

育成センター入所から動力車操縦者運転免許取得までの流れ

学科講習４か月

技能講習6か月

▲運転シミュレータ ▲車掌用シミュレータ

学科修了試験

技 能 試 験

動力車操縦者
運転免許の交付

●安全の基本 ●鉄道車両 ●運転法規
●信号・線路 ●鉄道電気 ●運転理論 
●検査修繕 ●作業安全　ほか

主な講習内容

●運転技術 ●線路条件 ●車両点検
●異常時の対応 ●応急処置　ほか

主な講習内容

京浜急行電鉄株式会社
第56期電車運転士教習生　山口　祥太
私たち第56期電車運転士教習生23名

は，国家資格の動力車操縦者運転免許証
を取得するため，学科・技能講習を10か月
かけて学びます。
異常時や緊急時でも落ち着いて安全

かつ正確な判断・処置を行う知識・技術を
修得し，胸を張って「自分たちは京急の顔
です」と言える運転士を目指します。

メッセージ

入　所

❻ 乗務員の養成
当社の乗務員は，運転士373名，車掌373名（2016年３月末現在）が在籍しております。
運転士の養成は，国土交通省の指定を受けた動力車操縦者養成所である運転車両部管理課育成センターが
行っており，学科４か月・技能６か月の計１０か月にわたる講習を行い，専門的な知識を習得させております。また，
車掌も同様に，車掌業務に必要な知識について，学科１か月・技能２か月の計３か月の講習を行っております。
当社では運転士教習用に実物大の模擬車両を使用した運転シミュレータを1997年に，ＣＧ画像でドア操作
体験ができる車掌用シミュレータを2006年に導入し，乗務員の知識・技能のさらなる向上を図っております。

❼ サービス介助士の資格取得の取り組み
お客さまの身になった，安心で快適なサービスを提供するため，
2015年度においても駅係員，乗務員の「サービス介助士」の資格取得
を進めました。サポートを必要とされるお客さまに,安心と信頼を提供し
ております。

▲高齢者体験中の様子

❽ 普通救命講習の実施
全駅にＡＥＤ（自動体外式除細動器）が設置してあり，駅係員や乗務

員が普通救命講習を受講しております。さらに，定期的に駅内教習等に
おいて実技訓練を行い，緊急時に備えております。

2007年12月から，サービス介助士・普通救命講習を修了した有資格
者であることが一目で認知できるよう，名札に表示しております。

▲ＡＥＤ訓練の様子

▲左：カント（傾斜）をつけた脱線復旧訓練線
　右：教育訓練線

▲ホーム立哨技能測定の様子

� 保守作業員等の教育
車両・施設係員に求められる技術力の向上を図ることを主な目的と

して，金沢文庫駅構内Ｄ地区に教育訓練線を設置しております。
その中には，カント（傾斜）をつけた脱線復旧訓練線も設置しております。
年度計画に基づき，これらの施設を活用し，知識・技術力のレベル

アップを目指したさまざまな教育訓練を実施しております。

� ホーム立哨技能測定・営業関係効果測定の実施
知識・技能向上による安全・安心の確保を目指し，全駅係員を対象と

した実技形式によるホーム立哨技能測定と，ペーパーテスト形式による
営業関係効果測定を年１回実施いたしております。

❾ 護身術実技訓練の受講
お客さまと職員自身の安全を確保するため，地元警察署にご協力を

いただき，護身術実技訓練を受講しております。

Do（実行）
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アップを目指したさまざまな教育訓練を実施しております。

� ホーム立哨技能測定・営業関係効果測定の実施
知識・技能向上による安全・安心の確保を目指し，全駅係員を対象と

した実技形式によるホーム立哨技能測定と，ペーパーテスト形式による
営業関係効果測定を年１回実施いたしております。

❾ 護身術実技訓練の受講
お客さまと職員自身の安全を確保するため，地元警察署にご協力を

いただき，護身術実技訓練を受講しております。

Do（実行）
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❶ 鉄道事故復旧訓練
万一，重大事故が発生した際に迅速に対応できるよう，毎年秋に実施している総合訓練です。2015年度は，

「動作中の踏切道内に侵入した自動車と衝突し列車が脱線，乗客に負傷者が発生し，線路・電気・通信設備が損傷
する」という設定で訓練を行いました。この訓練は，毎年，お客さまへの公開を行っており，2015年度は約100名の
お客さまにご見学いただいております。

1 日　　付 2015年10月15日
2 場　　所 （株）京急ファインテック久里浜事業所
3 参加人数 約770人　※訓練参加者約200人，お客さまを含む見学者約570人

❷ 鉄道本部防災訓練
大規模地震を想定した訓練として，毎年防災週間に実施しております。東海地震の警戒宣言発令を想定した
予知対応訓練，その後地震が発生し，災害が起きたことを想定する発災対応訓練を実施いたしました。また，
2015年度は金沢文庫現業事務所内に危機対策本部の設置および京浜急行バスグループと危機対策総本部を
通じて運行情報を相互に共有する訓練を合わせて実施いたしました。

1 日　　付　　2015年９月１日
2 場　　所　　当社線全線

❸ テロ対策訓練
万一の鉄道を狙ったテロが発生した際に，機敏な対応が取れるよう，お客さまの避難誘導体制や警察・消防等

との連絡通報協力体制を確認するため実施している訓練です。2015年度は，車内で異臭がしていることを想定し，
有毒化学物質によるテロを想定したテロ対策訓練を実施いたしました。
訓練終了後，職員の鉄道テロに対する意識の高揚を図るため，高輪警察署よりテロに関する講話をいただき

ました。
1 日　　付　　2015年６月９日
2 場　　所　　品川駅構内３番線
3 参加人数　　約130人

❹ その他の訓練
各現業区における自主的な取り組みも含め，各種訓練を積極的に実施しております。2015年度では，駅係員に

よる振替輸送受託時における改札規制訓練や施設部・協力会社合同技能訓練等を実施いたしました。
また，春・秋に実施される全国交通安全運動に合せて，駅係員や乗務員による実設訓練や，カント（傾斜）をつけた
訓練線において，運転車両部による脱線復旧訓練も実施いたしました。

重大事故に対処すべく，日ごろから訓練を実施することが大切ですが，当社では，万一の重大事故や地震発生を想定
した訓練を定期的に実施しております。

▲交通安全運動期間中の実設訓練 ▲脱線復旧訓練

▲振替輸送受託時における改札規制訓練

▲鉄道本部防災訓練 ▲金沢文庫現業事務所に設置した危機対策総本部

▲施設部・協力会社合同技能訓練

各種訓練の実施

Do（実行）
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13

安全管理体制の構築・改善に向けた取り組み1 P

C
DA



2015年鉄道安全監査においては，社内外の事故事例について自部署に置き換えて対策を考え，繰り返し教育を
行っていること，駅務員手帳へ安全方針・安全重点施策を自筆記入することなどで理解度が大幅に向上したこと，レク
リエーションの実施，懇談会・個人面談の継続的な実施などによりコミュニケーションの向上を図っていること等が
評価されました。

鉄道の安全管理体制が有効に機能しているかについて総括するマネジメントレビューを行い，年度末に安全管理体制
の実態と課題を網羅した「マネジメントレビュー報告書」を作成し，次年度の安全重点施策や各種取り組み等に反映
させております。
なお,2010年度より,安全管理体制上の課題や指摘等に対する取り組み状況の途中経過を把握するため,年度途中
に中間見直しを行い,年2回の見直しを行うこととしております。

インタビュー形式による監査

書類や記録の確認

鉄道安全推進チーム 鉄道事故防止対策委員会

会議報告

方針や
取り組みに反映

安全重点施策

社長報告

マネジメントレビュー報告書

マネジメントレビュー

安全管理体制の見直し事項と課題
2015年度のマネジメントレビューを通じて，より安全管理体制を強固にしていくために，次のとおり取り組んでまいり

ます。
①安全管理体制を強固にしていくために，今後も自然災害や事故・トラブル等，それ自体を発生させない対策の強化
や早期復旧のための教育訓練を繰り返し実施するほか，安全パトロールや日々の点検などを通じて，小さな変化に
気付く目を養い，リスクに関する感性を磨いてまいります。
②各部でコミュニケーションの実施，活性化等に向けた取り組みを実施していますが，引き続き職員一人ひとりが
安全意識を高め，日々の業務に積極的に取り組めるよう，コミュニケーションを強化し，風通しの良い職場作りに努めて
まいります。

鉄道の安全管理体制の強化プロセスの確認として，現状を整理し，問題点を把握して，見直し・改善へつなげる取り
組みを行うため，毎年，鉄道安全監査を実施しております。
2015年度鉄道安全監査では，取締役社長以下，鉄道の安全確保について重要な役割を担う各管理者に対して，
書類や記録の確認のほか，直接鉄道業務にかかわる管理者に対してはインタビュー形式による監査を行い，鉄道安全
管理規程に基づく安全管理体制の構築状況について確認をいたしました。

鉄道安全監査
◆鉄道安全監査の実施

◆安全管理体制の見直しと継続的な改善

Act（見直し・改善）P

C
DACheck（評価）P

C
DA
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Act（見直し・改善）P

C
DACheck（評価）P

C
DA
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❹ 緊急地震速報システム
気象庁が発表する緊急地震速報を利用し，当社線に被害が予測される
場合に，全列車の運転台に自動的に警音を送信することにより，運転士が
列車を安全と思われる場所に緊急停止させる「緊急地震速報システム」を
2006年８月に設置し，稼動させております。

※当社の緊急地震速報システムでは，いち早く列車に警音を送出するため，一般向けの緊急地震速報の情報とは異なる，迅速性に優れた高度
利用者向け緊急地震速報の情報を利活用しております。

❸ 法面防護工事
法面防護工事を推進しており，2015年度では，南太田～井土ヶ谷駅間上り線側，追浜～京急田浦駅間下り線
側にて工事を完了しています。

安全関係設備投資額188億円（89.1％）

2015年度の取り組みをはじめ，様々な当社の安全対策を紹介いたします。

▲大森海岸～平和島駅間 ▲鶴見市場～花月園前駅間（京急鶴見駅） ▲弘明寺～上大岡駅間（上大岡駅）

❶ 耐震補強工事
耐震補強工事については，2015年度は泉岳寺～北品川駅間，新馬場～青物横丁駅間，大森海岸～平和島駅
間，六郷土手～京急川崎駅間，鶴見市場～花月園前駅間および弘明寺～上大岡駅間の一部が完成し，引き続き
工事を行ってまいります。
2016年度は，新たに京急川崎駅，京急久里浜～ＹＲＰ野比駅間，京急長沢駅および津久井浜～三浦海岸駅間

の工事を推進しております。なお，開削トンネル中柱の耐震補強および橋梁の落橋防止は対策が完了しています。

❷ 橋上駅舎耐震補強工事
橋上駅舎耐震補強工事につきましては，2015年度は４駅(京急新子安駅・杉田駅・追浜駅・六浦駅)に着手し,
2016年度中に完了予定です。

▲杉田駅改札内コンコース山側▲杉田駅改札内コンコース海側

安全対策の実施状況2

◆安全対策への設備投資
当社では，中長期的視点から安全対策への設備投資を継続的に実施しており，2015年度実績では，約211億円の
鉄道事業設備投資を行いました。これらの投資は，様々な面で鉄道の安全対策に関係する投資ということが出来ますが，
その中でも，特に安全に密接な関係のある設備投資については，2015年度実績において約188億円で，これは鉄道事業
における設備投資額のおよそ9割にあたります。

地震対策
◆自然災害対策

▲追浜～京急田浦駅間▲南太田～井土ヶ谷駅間

鉄道事業
設備投資総額

約211
億円

2015年度実績
出改札業務（駅務機器等）
工事ほか
約23億円

連続立体交差化
工事
約5億円

その他
約18億円

車両の
代替新造・更新
約42億円

駅改良工事
約24億円

防災対策工事
約50億円

電気施設更新
約49億円

緊急地震速報システム

地
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発
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❶ 災害時の緊急避難場所の案内図を全駅に掲出
東日本大震災の対応を踏まえ，2011年度に避難誘導先の再整理を
行いました。
震度5強以上の地震が発生した場合、大規模火災が発生した場合，
津波のおそれがある場合の3種類に加え，案内図掲出場所の海抜を表示，
全駅に掲出しております。
また，2015年度も各自治体の広域避難場所の変更に伴い，避難誘導
先の見直しをしております。

❷ 帰宅困難者向け備蓄品の配備
大規模災害発生時において，帰宅が困難になったお客さま向けに，備蓄

を進めております。2012年度に全駅に，飲料水，アルミ製ブランケット，
レジャーシートを配備しました。また，非常用トイレについても追加配備
しております。

❸ 災害発生時の対応に関するポスターの作成
災害発生時の対応について，お客さまに対し周知するためにポスター

を作成し，車内に掲出しております。

❹ 運行情報案内表示器の設置
運行状況を路線図で分かりやすく表示しております。現在，品川駅・
京急蒲田駅・羽田空港国内線ターミナル駅・京急川崎駅・京急鶴見駅・
京急新子安駅・仲木戸駅・横浜駅・上大岡駅・金沢文庫駅・京急久里浜
駅の11駅に設置しております。

❺ 駅案内用タブレットの導入
お客さま対応の充実を図るため，駅案内用タブレット端末を全駅に
導入しました。
ダイヤ乱れ等の際に，列車運行情報（TID）を駅係員が把握し，適切な

ご案内を可能にしました。また，翻訳や路線検索等のアプリを活用し，増加
する訪日外国人のお客さまに対しても適切なご案内に努めています。

❷ 気象観測装置の整備
地震や強風，降雨など，気象状況を的確に把握するため，様々な観測装置を設置しております。また，気象庁の

「降水ナウキャスト」等を活用した気象情報システムを導入し，気象情報などの収集を図っております。

❸ 落石防護柵と落石検知装置の設置
2012年9月24日に発生した，追浜駅～京急田浦駅間下り線側土砂
崩落箇所と類似した斜面（沢状地形）では，より安全性を高めるために，
落石防護柵および落石検知装置を設置いたしました。

❹ 自治体と津波避難協定の締結
金沢文庫現業事務所改築工事完成に伴い，横浜市金沢区と「津波発生
時における施設等の提供協力に関する協定」を締結いたしました。この協定
は，大津波警報または津波警報発令時に，緊急に避難する必要が生じた
とき，津波避難者に対して金沢文庫現業事務所を一時避難場所として開放
し，受け入れるものです。（2014年２月19日付け）

気象状況の観測体制

▲風向風速計（16箇所19基） ▲震度計（13箇所） ▲雨量計（10箇所） ▲水位計（2箇所） ▲レール温度計（3箇所）

総合司令所

❶ 暴風時，降雨時における運転規制
区間ごとに風速，雨量が規制値に達した時点で，速度規制または運転見合わせを実施いたします。

その他の自然災害対策

▲金沢文庫現業事務所 外観

お客さま対応の充実

▲表示パネル ▲監視端末類
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当社では，万一の事故発生に備えて，緊急時の体制を備えており，実際に事故が発生した場合に機能する
よう，日ごろから整備や訓練を行っております。

❶ 緊急自動車の配置
鉄道の事故や災害の応急作業は，緊急
性を要する場合がありますので，道路交通
法に定める緊急自動車の指定を受けた車両
を沿線に12台配備し，緊急事態に備えており
ます。

❷ 緊急時支援活動用ワッペン
職員が通勤時および私用などで当社線を利用している際に，事故や災害など

に遭遇し，急遽現場にて支援活動を行う際の緊急時支援活動用ワッペンを
配布しております。このワッペンは常に携帯しており，緊急時には胸元に貼り付け
支援活動を行います。

❹ 非常脱出ハシゴの整備
万一，事故等が発生した際に，お客さまの

ホーム以外における車外への避難誘導を
考慮し，非常脱出ハシゴを2007年度の新造
車両から搭載しているほか，すべての駅および
沿線の駅間距離の長い場所にも設置して
おります。

❸ 駅間における簡易ライトの設置
万一，事故や停電等が発生した際に，トン

ネル内におけるお客さまの避難誘導を考慮し，
足元の注意喚起を促すとともに誘導方向を示
す簡易ライトを，穴守稲荷駅・天空橋駅・羽田
空港国際線ターミナル駅・羽田空港国内線
ターミナル駅の4駅に配備しております。

❺ 事故等に備えた駅間の線路周辺状況図の整備
万一，駅間で列車事故等が発生した際に，駅係員や警察・消防関係者が
迅速な初動対応ができるよう，全線の駅間の線路周辺の状況をまとめた資料
を作成しております。この資料は，駅係員が現地調査を重ね編集したもので，
沿線の警察・消防へも情報提供しており，2009年5月には，神奈川県警察本部
から地域警察活動に寄与するものとして感謝状を受領しました。

▲駅間における簡易ライト（使用時イメージ）

❶ 女性専用車の導入
当社では，社会情勢等を考慮し，お客さまのニーズに応える鉄道であるべきと

いう観点から，平日朝ラッシュ時間帯の品川行き快特（金沢文庫までは特急）
列車6本の先頭車両1両を女性専用車として運転しております。
※女性専用車は，小学生以下の男の子，お身体の不自由な方とその介助者の男性もご乗車
いただけます。

❹ 駅係員・警備員による巡回
鉄道テロ対策の一環として，駅係員や警備員による巡回を行っております。
駅係員の巡回時には，「警戒」と記された腕章を着用のうえ，実施しております。
また，状況に応じて，警備員の配備体制を変更し，駅や車内の警備体制の強化
を図っております。

❸ 防犯カメラの増設
駅構内への防犯カメラの増設を進めております。2015年度末時点で693台
設置しており，今後も増設を予定しております。
また，羽田空港国際線ターミナル駅には映像からカートや不審物等の不動
体物を検出する「放置物探知機能」を一部の防犯カメラに導入しております。

❺ 駅事務室連絡用インターホンの活用
ホームから駅事務室へ，お問い合わせ等の連絡が出来るインターホンを全駅
に設置しております。不審物等を発見した際の通報にもご利用いただけます。

❻ 不審物発見時の啓発放送・ポスター掲示
駅係員や警備員による特別警戒を実施している旨の啓発放送，ポスターの
全駅掲示を実施し，不審物等を発見した際のお客さまへのご協力をお願いして
おります。

❷ こども１１０番の取り組み
全駅において，トラブルに巻き込まれた被害児童のための緊急避難協力
所として，警視庁・神奈川県警察と協力し，「こども110番」の取り組みを
実施しております。この取り組みは，駅だけでなく京急グループの各店舗
や営業所とともに実施しております。
また，全国の鉄道事業者で取り組んでいる「こども110番の駅」の取り
組みも，あわせて行っております。

▲「こども１１０番」ステッカー
（左）東京都内，
（右）神奈川県内

▲「こども１１０番の駅」
ステッカー

▲非常脱出ハシゴを設置した様子 ▲各駅や駅間に設置した非常脱出ハシゴ

◆防犯・鉄道テロ対策 ◆緊急時対応の体制
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❺ 駅事務室連絡用インターホンの活用
ホームから駅事務室へ，お問い合わせ等の連絡が出来るインターホンを全駅
に設置しております。不審物等を発見した際の通報にもご利用いただけます。

❻ 不審物発見時の啓発放送・ポスター掲示
駅係員や警備員による特別警戒を実施している旨の啓発放送，ポスターの
全駅掲示を実施し，不審物等を発見した際のお客さまへのご協力をお願いして
おります。

❷ こども１１０番の取り組み
全駅において，トラブルに巻き込まれた被害児童のための緊急避難協力
所として，警視庁・神奈川県警察と協力し，「こども110番」の取り組みを
実施しております。この取り組みは，駅だけでなく京急グループの各店舗
や営業所とともに実施しております。
また，全国の鉄道事業者で取り組んでいる「こども110番の駅」の取り
組みも，あわせて行っております。

▲「こども１１０番」ステッカー
（左）東京都内，
（右）神奈川県内

▲「こども１１０番の駅」
ステッカー

▲非常脱出ハシゴを設置した様子 ▲各駅や駅間に設置した非常脱出ハシゴ

◆防犯・鉄道テロ対策 ◆緊急時対応の体制
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縦断図

❶ 大師線連続立体交差事業
川崎市の都市計画事業として行われている，大師線連続立体交差事業（地下化）のうち，段階的整備区間として，
2006年9月から，東門前駅付近～小島新田駅付近の約980mの区間において地下化工事を行っております。この工事
により，産業道路第1踏切道（東京大師横浜線）を含む3か所（東門前第3踏切道・産業道路第1・第2踏切道）の踏切
道がなくなります。2016年度は，掘削・躯体工事を引き続き進めております。
なお，大師線連続立体交差事業（地下化）は，大師線約5kmのほぼ全線を地下化することにより，計14か所の踏切
道を廃止し，踏切事故や交通渋滞を解消し，安全性の向上や道路交通の円滑化を図るものです。

❷ 京急蒲田駅付近連続立体交差事業
現在，京急蒲田駅付近で行っているこの事業は，平和島駅から六郷土手駅まで約4.7km，および京急蒲田駅

から大鳥居駅まで約1.3kmの合計約6.0kmを立体交差化し，環状8号線および国道15号（第一京浜）を含む28
箇所の踏切を除去するもので，事業により踏切事故や道路渋滞を解消し，安全性の向上や交通の円滑化を図ります。
事業は2001年から着手しており，2012年10月に全線高架化したことにより，事業区間の28箇所すべての踏切

が廃止され，鉄道と道路の安全性が大きく向上したほか，踏切による交通渋滞が解消しました。
引き続き，本線における取付け区間の線路移設および高架下整備工事等を行い，2016年度末（予定）の事業
完成に向け，工事を進めてまいります。

※連続立体交差事業は「東京都が事業主体」となり，「道路整備」の一環として施行する都市計画事業です。
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▲上下線が立体化された箱根駅伝で有名な国道15号踏切跡

※連続立体交差事業は「川崎市が事業主体」となり，「道路整備」の一環として施行する都市計画事業です。

❶ 運輸司令
運輸司令には，当社線全線の列車運行状況のほか気象情報等の
各種情報をリアルタイムに表示できる運行表示盤（大画面モニタ）
を設置しています。また，ダイヤ乱れ等が生じた場合は早期に正常
ダイヤへ戻すための支援機能もあり，安全・安定輸送に努めています。

❷ 施設司令
施設司令には，当社線全線の列車運行と各駅の電気設備等に
必要な電気を安定供給するために，全変電所の状態がリアルタイムに
表示できる系統表示板を設置しており，司令員が24時間監視・制御
を行っています。
今後も，施設司令業務の更なる正確化，自動化，迅速化，効率化を
実現するとともに，日々の安全・安定輸送の確保に努めていきます。

❷ 警視庁緊急時直通電話・衛星電話・
JR電話（鉄道電話）の導入
災害時などの通信規制による固定電話や携帯電話の使用不能時で

も関係機関への連絡が行えるよう，2011年度に総合司令所に警視庁
緊急時直通電話・衛星電話を導入いたしました。
また，2012年度には本社の対策本部室に警視庁緊急時直通電話・
衛星電話を増設するとともにJR電話（鉄道電話）を新たに導入いたしま
した。

❶ 対策本部室の整備
地震災害や風水害，重大事故発生の際に，情報の共有や的確な指示・伝達が行えるよう，常設の対策本部室を設置

しております。なお，この対策本部室は総合司令所のほか,万一被災した場合を想定し，本社にも整備しております。
対策本部室には，泉岳寺駅を除く全駅の映像を基幹ネットワークを用いリアルタイムで確認できる駅映像伝送シス

テムを整備しております。

▲総合司令所対策本部室 ▲本社対策本部室

▲大師連立躯体工（BOX断面）

◆総合司令所

◆対策本部室

◆連続立体交差事業

平面図
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縦断図

❶ 大師線連続立体交差事業
川崎市の都市計画事業として行われている，大師線連続立体交差事業（地下化）のうち，段階的整備区間として，
2006年9月から，東門前駅付近～小島新田駅付近の約980mの区間において地下化工事を行っております。この工事
により，産業道路第1踏切道（東京大師横浜線）を含む3か所（東門前第3踏切道・産業道路第1・第2踏切道）の踏切
道がなくなります。2016年度は，掘削・躯体工事を引き続き進めております。
なお，大師線連続立体交差事業（地下化）は，大師線約5kmのほぼ全線を地下化することにより，計14か所の踏切
道を廃止し，踏切事故や交通渋滞を解消し，安全性の向上や道路交通の円滑化を図るものです。

❷ 京急蒲田駅付近連続立体交差事業
現在，京急蒲田駅付近で行っているこの事業は，平和島駅から六郷土手駅まで約4.7km，および京急蒲田駅

から大鳥居駅まで約1.3kmの合計約6.0kmを立体交差化し，環状8号線および国道15号（第一京浜）を含む28
箇所の踏切を除去するもので，事業により踏切事故や道路渋滞を解消し，安全性の向上や交通の円滑化を図ります。
事業は2001年から着手しており，2012年10月に全線高架化したことにより，事業区間の28箇所すべての踏切

が廃止され，鉄道と道路の安全性が大きく向上したほか，踏切による交通渋滞が解消しました。
引き続き，本線における取付け区間の線路移設および高架下整備工事等を行い，2016年度末（予定）の事業
完成に向け，工事を進めてまいります。

※連続立体交差事業は「東京都が事業主体」となり，「道路整備」の一環として施行する都市計画事業です。
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▲上下線が立体化された箱根駅伝で有名な国道15号踏切跡

※連続立体交差事業は「川崎市が事業主体」となり，「道路整備」の一環として施行する都市計画事業です。

❶ 運輸司令
運輸司令には，当社線全線の列車運行状況のほか気象情報等の
各種情報をリアルタイムに表示できる運行表示盤（大画面モニタ）
を設置しています。また，ダイヤ乱れ等が生じた場合は早期に正常
ダイヤへ戻すための支援機能もあり，安全・安定輸送に努めています。

❷ 施設司令
施設司令には，当社線全線の列車運行と各駅の電気設備等に
必要な電気を安定供給するために，全変電所の状態がリアルタイムに
表示できる系統表示板を設置しており，司令員が24時間監視・制御
を行っています。
今後も，施設司令業務の更なる正確化，自動化，迅速化，効率化を
実現するとともに，日々の安全・安定輸送の確保に努めていきます。

❷ 警視庁緊急時直通電話・衛星電話・
JR電話（鉄道電話）の導入
災害時などの通信規制による固定電話や携帯電話の使用不能時で

も関係機関への連絡が行えるよう，2011年度に総合司令所に警視庁
緊急時直通電話・衛星電話を導入いたしました。
また，2012年度には本社の対策本部室に警視庁緊急時直通電話・
衛星電話を増設するとともにJR電話（鉄道電話）を新たに導入いたしま
した。

❶ 対策本部室の整備
地震災害や風水害，重大事故発生の際に，情報の共有や的確な指示・伝達が行えるよう，常設の対策本部室を設置

しております。なお，この対策本部室は総合司令所のほか,万一被災した場合を想定し，本社にも整備しております。
対策本部室には，泉岳寺駅を除く全駅の映像を基幹ネットワークを用いリアルタイムで確認できる駅映像伝送シス

テムを整備しております。

▲総合司令所対策本部室 ▲本社対策本部室

▲大師連立躯体工（BOX断面）

◆総合司令所

◆対策本部室

◆連続立体交差事業

平面図
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■ 内方線付き点状ブロックおよび内方線の設置
乗降人員が一日10万人以上の品川駅・京急川崎駅・横浜駅・上大岡駅における内方線付きJIS規格対応の点状

ブロックの整備は2012年度迄に完了しています。さらに，一日10万人未満の駅のうち内方線の設置されていない駅
についても設置を進めております。
今後，国の基準に定められていない，乗降人員1万人以下の駅も含め，全駅の内方線整備を進めてまいります。

■ ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の全駅設置
安全に安心してご利用いただける駅を目指し，AED（自動体外式除細
動器）を，泉岳寺を除く全72駅（81台）に設置しております。
※全駅の係員が普通救命講習を受講しております。

普通救命講習については，P11をご参照ください。

■ 死傷事故の減少に向けた青色照明の設置
自殺による死傷事故の減少に向けて，人の精神を落ち着かせるといわ
れる青色照明を弘明寺駅構内に導入して以降，順次設置を進め，2015年度
には六郷土手駅・京急新子安駅および杉田駅に新たに導入いたしました。
現在全線で18駅，4箇所の踏切道に設置しております。

■ 地下駅の火災対策
地下駅の大鳥居駅，天空橋駅，羽田空港国際線ターミナル駅，羽田空港国内線ターミナル駅においては，屋内
消火栓設備や排煙設備の整備などの火災対策を行っております。また，2003年に韓国テグ市で発生した地下鉄
火災事故を受け改正された国土交通省令等に基づき，蓄光明示物や誘導案内看板の設置，売店の不燃化や
スプリンクラー設置などを行っております。

▲蓄光明示物 ▲避難経路図 ▲売店内スプリンクラー

▲内方線付きJIS規格点状ブロック

■ ホーム柵の設置
羽田空港国際線ターミナル駅に設置しております。

■ 地下駅構内への浸水対策
防潮対策として，2013年度に天空
橋駅地上入口，避難階段入口および
機械室入口に防潮設備を設置し，
地下駅構内への浸水対策を実施
いたしました。 ▲天空橋駅地上入口 ▲防潮設備使用時▲上大岡駅 上りホーム ▲京急久里浜駅 下りホーム

ホ
ー
ム
内
側

線
路
側

◆駅の安全対策
監視カメラ（ＰＯＴＶ）
車掌がドア操作時に安全を
確認する監視カメラ（POTV）
を設置しております。

非常停止ボタン
ホーム上の非常停止ボタンを押す
ことで，運転士に危険を知らせる
ことができる装置を当社全駅に
設置し，事故防止を図っております。
また，視認性を向上させるために，押しボタンを示す
大型の表示板を設置しております。

ホームステップ
万一，お客さまが
ホームから転落した
際に，ホーム下等へ
避難困難な箇所で
速やかにホーム上
へ避難できるように，ホームステップを設置
しております。

足下灯（そっかとう）
ホームと車両の隙間が空いている駅において
は，従来からの足元を照らす照明をつけており
ますが，より気付きやすく自動点滅式の足下灯
（そっかとう）を設置し，注意喚起を行っており，
現在17駅に設置しております。

列車接近案内表示装置

■ CPライン（Ｃｏｌｏｒ Ｐｓｙｃｈｏｌｏｇｙ）の設置
ホームの先端に赤いラインを明示し乗降時のお客さまの注意喚起を図るため，「CPライン」を設置しています。
2015年度末現在，11駅に設置しております。

▲北品川駅 上りホーム ▲鶴見市場駅 上りホーム ▲横須賀中央駅 下りホーム
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■ 内方線付き点状ブロックおよび内方線の設置
乗降人員が一日10万人以上の品川駅・京急川崎駅・横浜駅・上大岡駅における内方線付きJIS規格対応の点状

ブロックの整備は2012年度迄に完了しています。さらに，一日10万人未満の駅のうち内方線の設置されていない駅
についても設置を進めております。
今後，国の基準に定められていない，乗降人員1万人以下の駅も含め，全駅の内方線整備を進めてまいります。

■ ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の全駅設置
安全に安心してご利用いただける駅を目指し，AED（自動体外式除細
動器）を，泉岳寺を除く全72駅（81台）に設置しております。
※全駅の係員が普通救命講習を受講しております。

普通救命講習については，P11をご参照ください。

■ 死傷事故の減少に向けた青色照明の設置
自殺による死傷事故の減少に向けて，人の精神を落ち着かせるといわ
れる青色照明を弘明寺駅構内に導入して以降，順次設置を進め，2015年度
には六郷土手駅・京急新子安駅および杉田駅に新たに導入いたしました。
現在全線で18駅，4箇所の踏切道に設置しております。

■ 地下駅の火災対策
地下駅の大鳥居駅，天空橋駅，羽田空港国際線ターミナル駅，羽田空港国内線ターミナル駅においては，屋内
消火栓設備や排煙設備の整備などの火災対策を行っております。また，2003年に韓国テグ市で発生した地下鉄
火災事故を受け改正された国土交通省令等に基づき，蓄光明示物や誘導案内看板の設置，売店の不燃化や
スプリンクラー設置などを行っております。

▲蓄光明示物 ▲避難経路図 ▲売店内スプリンクラー

▲内方線付きJIS規格点状ブロック

■ ホーム柵の設置
羽田空港国際線ターミナル駅に設置しております。

■ 地下駅構内への浸水対策
防潮対策として，2013年度に天空
橋駅地上入口，避難階段入口および
機械室入口に防潮設備を設置し，
地下駅構内への浸水対策を実施
いたしました。 ▲天空橋駅地上入口 ▲防潮設備使用時▲上大岡駅 上りホーム ▲京急久里浜駅 下りホーム

ホ
ー
ム
内
側

線
路
側

◆駅の安全対策
監視カメラ（ＰＯＴＶ）
車掌がドア操作時に安全を
確認する監視カメラ（POTV）
を設置しております。

非常停止ボタン
ホーム上の非常停止ボタンを押す
ことで，運転士に危険を知らせる
ことができる装置を当社全駅に
設置し，事故防止を図っております。
また，視認性を向上させるために，押しボタンを示す
大型の表示板を設置しております。

ホームステップ
万一，お客さまが
ホームから転落した
際に，ホーム下等へ
避難困難な箇所で
速やかにホーム上
へ避難できるように，ホームステップを設置
しております。

足下灯（そっかとう）
ホームと車両の隙間が空いている駅において
は，従来からの足元を照らす照明をつけており
ますが，より気付きやすく自動点滅式の足下灯
（そっかとう）を設置し，注意喚起を行っており，
現在17駅に設置しております。

列車接近案内表示装置

■ CPライン（Ｃｏｌｏｒ Ｐｓｙｃｈｏｌｏｇｙ）の設置
ホームの先端に赤いラインを明示し乗降時のお客さまの注意喚起を図るため，「CPライン」を設置しています。
2015年度末現在，11駅に設置しております。

▲北品川駅 上りホーム ▲鶴見市場駅 上りホーム ▲横須賀中央駅 下りホーム
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◆車両の安全対策

■ 車両の代替新造・更新・改造
毎年度，継続的に車両の新造を進めており，2015

年度は20両導入したほか，現有車両についても，車体
や制御装置の更新・改造や火災対策基準への対応，
バリアフリー化などを行い，安全性，快適性の向上に
努めています。
●2015年度　新造　新1000形　20両
 更新　2100形　　  ８両編成×3本
 改造　新1000形　  ４両編成×1本

▲新1000形

▲転落防止幌

■ 発光信号機
非常ボタンの操作または障害

物検知装置が障害物を検知する
と発光信号（赤色灯の明滅）を
発光し，列車の運転士に対して
異常を知らせる信号機を全ての
踏切道に設置しています。

■ 警報機・遮断機
当社線にある全て

の踏切道（90箇所）
に設置しています。

■ 踏切脱線防止ガード
自動車が通行する踏切道においては，列車の進行

方向約24mの区間に踏切脱線防止ガードをレール
の両側に設置し，万一，自動車等と衝突した際の
脱線を防止しています。

■ カラー舗装化
一部の踏切道では踏切道内における歩行者の

安全確保のため，車道部分と歩道部分を視覚的に
区分するカラー舗装化を実施しています。

◆踏切道の安全対策

オーバーハング型警報機
遠くからも踏切の存在が分かるように，
高い位置に警報灯を設置しています。

看板の設置
障害物検知装置
踏切道にて自動車などの立ち往生を自動的に検知する装置
を64箇所の踏切道に設置しています。なお，一部の踏切道
では，レーザレーダヘッドよりレーザ光を検知エリアに照射
して，滞留する物体を検知する三次元レーザレーダ方式を
導入し，踏切道における安全性向上を図っております。

非常ボタン
踏切道の非常ボタンを
押すことで，踏切道内に
異常があることを運転士
に知らせるための装置を
全ての踏切道に設置し，
事故の防止を図っており
ます。

全方向型踏切警報灯
どの角度からも点滅が
確認できる全方向型
踏切警報灯を導入して
います。

■ 携帯型列車無線機
運輸司令と乗務員室との間で
通話ができる列車無線装置につい
ては，乗務員室から離れても通話
できるよう，携帯型列車無線機をす
べての運転台へ搭載しております。
また，新たに通話音質の向上を
目的に導入した，空間波列車無線
装置（SR）に対応した携帯型列車
無線機の導入を開始いたします。

■ 列車無線電源二重化
列車無線装置の主たる電源回路および蓄電池から

の電源が遮断された場合に，バックアップ充電池へ
自動切換する設備を全運転台に整備しております。

■ 車両の転落防止幌・転落防止警報装置の装備
車両の連結面からのお客さまの転落を防ぐため，
転落防止幌を設置しております。
また，転落防止幌が設置できない先頭車両同士が
連結した場合における，ホームから連結部分への転
落防止対策として，警報
音と音声で注意を促す装
置を新1000形４両編成
に装備しております。

消火器

非常脱出ハシゴの整備
万一，事故等が発生した際
に，お客さまのホーム以外に
おける車外への避難誘導を
考慮し，非常脱出ハシゴを
2007年度の新造車両から
搭載しているほか，すべての
駅および駅間距離の長い場
所の沿線にも整備しており
ます。

ドア先端部の黄色表示・
ドア注意ステッカー
2012年度から当社所有の全車
両に，ドア内側戸先に黄色表示を
行い，ドア開閉の動きをわかりや
すくしているほかに，ドアに「ドア
注意ステッカー」を貼付するなど，
安全性・快適性に配慮しています。

▲訓練で使用した様子

非常通報器
車内で非常事態等が発生した場合に乗務員に
通報する装置として全車両に非常通報器を
設置しております。また，乗務員との通話が可能
な通報器が2015年度末現在，全車両数790両
のうち674両に設置されております。

車いす・
ベビーカー
ステッカー

消火器
ステッカー
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◆車両の安全対策

■ 車両の代替新造・更新・改造
毎年度，継続的に車両の新造を進めており，2015

年度は20両導入したほか，現有車両についても，車体
や制御装置の更新・改造や火災対策基準への対応，
バリアフリー化などを行い，安全性，快適性の向上に
努めています。
●2015年度　新造　新1000形　20両
 更新　2100形　　  ８両編成×3本
 改造　新1000形　  ４両編成×1本

▲新1000形

▲転落防止幌

■ 発光信号機
非常ボタンの操作または障害

物検知装置が障害物を検知する
と発光信号（赤色灯の明滅）を
発光し，列車の運転士に対して
異常を知らせる信号機を全ての
踏切道に設置しています。

■ 警報機・遮断機
当社線にある全て

の踏切道（90箇所）
に設置しています。

■ 踏切脱線防止ガード
自動車が通行する踏切道においては，列車の進行

方向約24mの区間に踏切脱線防止ガードをレール
の両側に設置し，万一，自動車等と衝突した際の
脱線を防止しています。

■ カラー舗装化
一部の踏切道では踏切道内における歩行者の

安全確保のため，車道部分と歩道部分を視覚的に
区分するカラー舗装化を実施しています。

◆踏切道の安全対策

オーバーハング型警報機
遠くからも踏切の存在が分かるように，
高い位置に警報灯を設置しています。

看板の設置
障害物検知装置
踏切道にて自動車などの立ち往生を自動的に検知する装置
を64箇所の踏切道に設置しています。なお，一部の踏切道
では，レーザレーダヘッドよりレーザ光を検知エリアに照射
して，滞留する物体を検知する三次元レーザレーダ方式を
導入し，踏切道における安全性向上を図っております。

非常ボタン
踏切道の非常ボタンを
押すことで，踏切道内に
異常があることを運転士
に知らせるための装置を
全ての踏切道に設置し，
事故の防止を図っており
ます。

全方向型踏切警報灯
どの角度からも点滅が
確認できる全方向型
踏切警報灯を導入して
います。

■ 携帯型列車無線機
運輸司令と乗務員室との間で
通話ができる列車無線装置につい
ては，乗務員室から離れても通話
できるよう，携帯型列車無線機をす
べての運転台へ搭載しております。
また，新たに通話音質の向上を
目的に導入した，空間波列車無線
装置（SR）に対応した携帯型列車
無線機の導入を開始いたします。

■ 列車無線電源二重化
列車無線装置の主たる電源回路および蓄電池から

の電源が遮断された場合に，バックアップ充電池へ
自動切換する設備を全運転台に整備しております。

■ 車両の転落防止幌・転落防止警報装置の装備
車両の連結面からのお客さまの転落を防ぐため，
転落防止幌を設置しております。
また，転落防止幌が設置できない先頭車両同士が
連結した場合における，ホームから連結部分への転
落防止対策として，警報
音と音声で注意を促す装
置を新1000形４両編成
に装備しております。

消火器

非常脱出ハシゴの整備
万一，事故等が発生した際
に，お客さまのホーム以外に
おける車外への避難誘導を
考慮し，非常脱出ハシゴを
2007年度の新造車両から
搭載しているほか，すべての
駅および駅間距離の長い場
所の沿線にも整備しており
ます。

ドア先端部の黄色表示・
ドア注意ステッカー
2012年度から当社所有の全車
両に，ドア内側戸先に黄色表示を
行い，ドア開閉の動きをわかりや
すくしているほかに，ドアに「ドア
注意ステッカー」を貼付するなど，
安全性・快適性に配慮しています。

▲訓練で使用した様子

非常通報器
車内で非常事態等が発生した場合に乗務員に
通報する装置として全車両に非常通報器を
設置しております。また，乗務員との通話が可能
な通報器が2015年度末現在，全車両数790両
のうち674両に設置されております。

車いす・
ベビーカー
ステッカー

消火器
ステッカー

27

安全対策の実施状況2



❷ Ｃ-ＡＴＳの導入
ATS（自動列車停止装置）は，運転士が誤って停止信号を現示する区間に進入しない様に，停止信号の手前に

自動的に列車等を停止させるバックアップ装置です。1968年から導入した1号型ATSを更新し，2009年から運用
を開始した高機能ATS（C-ATS）は，高い信頼性と安全性が実証され，新幹線でも採用されている伝送方式を採
用，それぞれの信号区間
の制限速度に合わせた
より細かい速度照査（ス
ピードチェック）が可能
になったほか，信号区間
内を連続的に制御する
ことができます。また，急
曲 線 区 間 や 分 岐 区 間

（ポイント），線路終端部
などでの速度制限にも
対応し，保安度がさらに
向上しました。

❸ 踏切道防護システムの導入
20012年６月，Ｃ－ＡＴＳの機能向上による「踏切道防護システム」の当社全線整備が完了いたしました。このシス

テムは，駅に停車すべき列車が誤って駅を通過した場合に，踏切道手前までに列車を停止させるか，踏切道に到達
する前に踏切遮断機の
遮 断が 完了するように
列車を制御し，踏切道に
おける更なる安全性を
向上したものです。
※C-ATSについては，❷を

ご参照ください。

❻ 線路の改良・更換
軌道の安全を図るため，定期的に打音検査を実施するほか,全線に

わたりレール更換や分岐器更換，また機械による道床（砕石）更換等を
計画的に実施しております。

❼ 変電所設備
当社の変電所は東京電力㈱より22kVまたは66kVで受電し列車運転

用電力として直流1,500Ｖ，また信号，電灯，動力高圧配電用として交流
6,600Ⅴに変換しています。

変電所の中には，受電設備（東京電力㈱から22kVまたは66kVの
電気で受ける設備），変成設備（受電設備で受け取った電気を直流
1,500Ｖの列車運転用電力に変換する設備），交流高圧設備（受電設備
で受け取った電気を交流6,600Ⅴの信号，電灯，動力高圧配電用として
送電する設備）などの設備があります。

❽ 合成電車線の導入
電車へ電気を送る電車線は，一般的にはシンプルカテナリー方式を採用していますが，災害時に電車線断線事故

を発生させる恐れがあるため，当社では補助トロリー線をトロリー線の上に添えて電気的・機械的に２本の電線を
一体化させた，当社独自の合成電車線を採用しております。今後も合成電車線への更新工事を順次進め，列車の
安全・安定輸送を図っております。

❹ 軌道検測車・レール探傷車などの保守用車の配備
軌道の状態やレールの傷を検査するため，軌道検測車，レール探傷

車を配備し，定期的に検査を実施しております。また，軌道の保守作業
を行うため，マルチプルタイタンパー ，バラストフィニッシャーなどの保
守用車も配備しております。

▲マルチプルタイタンパー

❺ 脱線防止レール･脱線防止ガード
曲線などにおける脱線を防止するため，一般的な基準より厳しい基準

とし,半径300ｍ以下の曲線などにおいて，脱線防止レールまたは脱線
防止ガードを設置しております。

▲脱線防止ガード

▲久里浜変電所 受電設備

速

　度

注意信号 警戒信号 停止信号（B点）

通常運転

速度超過
した場合

制限速度

45km/h

25km/h

先行列車

停止信号手前で
絶対停止

再度加速して
速度超過しても
ブレーキ動作

速度超過すると
ブレーキ動作

（進行方向）

速

　度
速度超過すると
ブレーキ動作

列車が踏切道に到達する前に踏切の遮断は完了している

進行方向

停車駅

踏切道

特急

出発駅

車上装置で
列車種別を記憶

速度制御
開始地点

制限速度

◆施設の安全対策

C-ATSの動作概要

踏切道防護システムの動作概要

❶ 列車無線デジタルSRの導入
列車無線装置は，従来のIR（誘導無線）方式からSR（空間波デジ

タル）方式に改良を実施し，司令と乗務員間の通話音質の向上を図ると
ともに，今後は,乗務員に対して文字による情報伝達手段を導入して
まいります。

合成電車線 シンプルカテナリー

ばね式
ハンガー

合成用
ハンガイヤー

滑動金具
ちょう架線
（硬銅より線）
PH-150mm2

補助トロリー線
（硬銅より線）
H-100mm2

トロリー線
（溝付硬銅線）
GT-110mm2

ハンガー

滑動金具 ちょう架線
（亜鉛メッキ鋼より線）
St-90mm2

トロリー線
（溝付硬銅線）
GT-110mm2
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❷ Ｃ-ＡＴＳの導入
ATS（自動列車停止装置）は，運転士が誤って停止信号を現示する区間に進入しない様に，停止信号の手前に

自動的に列車等を停止させるバックアップ装置です。1968年から導入した1号型ATSを更新し，2009年から運用
を開始した高機能ATS（C-ATS）は，高い信頼性と安全性が実証され，新幹線でも採用されている伝送方式を採
用，それぞれの信号区間
の制限速度に合わせた
より細かい速度照査（ス
ピードチェック）が可能
になったほか，信号区間
内を連続的に制御する
ことができます。また，急
曲 線 区 間 や 分 岐 区 間

（ポイント），線路終端部
などでの速度制限にも
対応し，保安度がさらに
向上しました。

❸ 踏切道防護システムの導入
20012年６月，Ｃ－ＡＴＳの機能向上による「踏切道防護システム」の当社全線整備が完了いたしました。このシス

テムは，駅に停車すべき列車が誤って駅を通過した場合に，踏切道手前までに列車を停止させるか，踏切道に到達
する前に踏切遮断機の
遮 断が 完了するように
列車を制御し，踏切道に
おける更なる安全性を
向上したものです。
※C-ATSについては，❷を

ご参照ください。

❻ 線路の改良・更換
軌道の安全を図るため，定期的に打音検査を実施するほか,全線に

わたりレール更換や分岐器更換，また機械による道床（砕石）更換等を
計画的に実施しております。

❼ 変電所設備
当社の変電所は東京電力㈱より22kVまたは66kVで受電し列車運転

用電力として直流1,500Ｖ，また信号，電灯，動力高圧配電用として交流
6,600Ⅴに変換しています。

変電所の中には，受電設備（東京電力㈱から22kVまたは66kVの
電気で受ける設備），変成設備（受電設備で受け取った電気を直流
1,500Ｖの列車運転用電力に変換する設備），交流高圧設備（受電設備
で受け取った電気を交流6,600Ⅴの信号，電灯，動力高圧配電用として
送電する設備）などの設備があります。

❽ 合成電車線の導入
電車へ電気を送る電車線は，一般的にはシンプルカテナリー方式を採用していますが，災害時に電車線断線事故

を発生させる恐れがあるため，当社では補助トロリー線をトロリー線の上に添えて電気的・機械的に２本の電線を
一体化させた，当社独自の合成電車線を採用しております。今後も合成電車線への更新工事を順次進め，列車の
安全・安定輸送を図っております。

❹ 軌道検測車・レール探傷車などの保守用車の配備
軌道の状態やレールの傷を検査するため，軌道検測車，レール探傷

車を配備し，定期的に検査を実施しております。また，軌道の保守作業
を行うため，マルチプルタイタンパー ，バラストフィニッシャーなどの保
守用車も配備しております。

▲マルチプルタイタンパー

❺ 脱線防止レール･脱線防止ガード
曲線などにおける脱線を防止するため，一般的な基準より厳しい基準

とし,半径300ｍ以下の曲線などにおいて，脱線防止レールまたは脱線
防止ガードを設置しております。

▲脱線防止ガード

▲久里浜変電所 受電設備

速

　度

注意信号 警戒信号 停止信号（B点）

通常運転

速度超過
した場合

制限速度

45km/h

25km/h

先行列車

停止信号手前で
絶対停止

再度加速して
速度超過しても
ブレーキ動作

速度超過すると
ブレーキ動作

（進行方向）

速

　度
速度超過すると
ブレーキ動作

列車が踏切道に到達する前に踏切の遮断は完了している

進行方向

停車駅

踏切道

特急

出発駅

車上装置で
列車種別を記憶

速度制御
開始地点

制限速度

◆施設の安全対策

C-ATSの動作概要

踏切道防護システムの動作概要

❶ 列車無線デジタルSRの導入
列車無線装置は，従来のIR（誘導無線）方式からSR（空間波デジ

タル）方式に改良を実施し，司令と乗務員間の通話音質の向上を図ると
ともに，今後は,乗務員に対して文字による情報伝達手段を導入して
まいります。

合成電車線 シンプルカテナリー

ばね式
ハンガー

合成用
ハンガイヤー

滑動金具
ちょう架線
（硬銅より線）
PH-150mm2

補助トロリー線
（硬銅より線）
H-100mm2

トロリー線
（溝付硬銅線）
GT-110mm2

ハンガー

滑動金具 ちょう架線
（亜鉛メッキ鋼より線）
St-90mm2

トロリー線
（溝付硬銅線）
GT-110mm2
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※鉄道運転事故とは，「列車衝突事故」「列車脱線事故」「列車火災事故」「踏切障害」「道路障害事故」「鉄道人身障害事故」「鉄道物損事故」を
いいます。
※輸送障害とは，列車または車両の運転に障害を及ぼしたもので，鉄道運転事故に該当しないものをいいます。また，上記発生件数には，国土交通省
に報告義務のないものについても含まれております。
※インシデントとは，鉄道運転事故が発生するおそれがあると認められる事態をいいます。
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168

2015年度の鉄道運転事故は，列車と旅客が接触したこと等による鉄道人身障害事故が５件，発生しております。
また，2015年度の輸送障害については，自殺と思われる列車支障が2014年度より5件増えたことや自然災害等に
より，前年度より件数が増加しています。なお，自殺防止対策として，青色照明の設置等の安全対策を進めております。
その他の輸送障害に対しては，下記の対応を実施しております。

■ 京急川崎駅大師線ホームにおける上屋の支持材脱落に対する対応
京急川崎駅大師線ホームで使用していた経年劣化した支持材を全て交換するとともに，大師線ホームと同時期に
施工したその他の駅についても改修を実施し，再発防止を図りました。

■ 神奈川新町駅における連動装置故障に対する対応
故障の原因が，装置に使用している古い圧着方式による端子の接触不良であったため，当装置の緊急点検を実施

し，再発防止を図りました。なお，2017年度より新装置に切り替えるため，更新工事に着手する予定です。

輸送障害
インシデント

踏切障害事故
列車脱線事故

鉄道人身障害事故

2015年度に発生した鉄道運転事故等は，次のとおりです。
ご利用のお客さまおよび沿線の方々には大変ご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び
申し上げます。
引き続き，安全対策を推進することにより，鉄道運転事故等の防止に取り組んでまいります。

❶ 夜間作業確認システムの整備
夜間業時の線路閉鎖・給停電作業時における作業開始前後の確認手続きについて，保安度の向上を図るため，
運輸司令システムおよび電力管理システムと連携した夜間作業確認システム（線路閉鎖作業については専用携帯
電話（GPS携帯）により作業位置を地図上に表示する，作業位置確認システムを併設）を整備しております。

❸ 保守用車のハンドスコッチ確認装置の整備
万一，留置した保守用車のブレーキが緩み，逸走するような事故が発生することを防止するため，車輪止め

（ハンドスコッチ）を設置しています。また，車輪止めのかけ忘れおよび外し忘れを防止するため車内に確認装置を
装備しております。

❷ 列車接近警報装置の設置
線路内で保守作業を行う作業員に対して，列車の接近を表示灯の
点滅で知らせる装置の設置を進め，触車災害の防止を図っております。
2015年度は，弘明寺～上大岡駅，上大岡～杉田駅，杉田～京急富岡
駅間に設置いたしました。

❾ 防雷設備の設置
落雷による人的被害や設備の損傷を防ぐため，京急蒲田駅と金沢文庫
駅に設置しています。

� 監視カメラ（ＰＯＴＶ）の更新
駅において，車掌や駅係員がドア操作時に側面を確認する監視カメラ

（POTV）を55駅412台設置しております。なお，順次カメラおよびモニ
ターの更新を行い，視認性向上を図っております。

◆保守作業の安全対策

◆鉄道運転事故・輸送障害・インシデントの発生件数

鉄道運転事故等の発生状況と再発防止策3

2015年度のインシデントは，0件でした。

インシデント

鉄道運転事故・輸送障害

▲ハンドスコッチ ▲ハンドスコッチ格納表示灯

5 26

設備故障等（上屋の支持材脱落,連動装置故障等） 6

自然災害（台風,降雪等） 5 第三者等によるもの（自殺と思われるもの,投石等） 15

30
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※鉄道運転事故とは，「列車衝突事故」「列車脱線事故」「列車火災事故」「踏切障害」「道路障害事故」「鉄道人身障害事故」「鉄道物損事故」を
いいます。
※輸送障害とは，列車または車両の運転に障害を及ぼしたもので，鉄道運転事故に該当しないものをいいます。また，上記発生件数には，国土交通省
に報告義務のないものについても含まれております。
※インシデントとは，鉄道運転事故が発生するおそれがあると認められる事態をいいます。
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2015年度の鉄道運転事故は，列車と旅客が接触したこと等による鉄道人身障害事故が５件，発生しております。
また，2015年度の輸送障害については，自殺と思われる列車支障が2014年度より5件増えたことや自然災害等に
より，前年度より件数が増加しています。なお，自殺防止対策として，青色照明の設置等の安全対策を進めております。
その他の輸送障害に対しては，下記の対応を実施しております。

■ 京急川崎駅大師線ホームにおける上屋の支持材脱落に対する対応
京急川崎駅大師線ホームで使用していた経年劣化した支持材を全て交換するとともに，大師線ホームと同時期に
施工したその他の駅についても改修を実施し，再発防止を図りました。

■ 神奈川新町駅における連動装置故障に対する対応
故障の原因が，装置に使用している古い圧着方式による端子の接触不良であったため，当装置の緊急点検を実施

し，再発防止を図りました。なお，2017年度より新装置に切り替えるため，更新工事に着手する予定です。
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鉄道人身障害事故

2015年度に発生した鉄道運転事故等は，次のとおりです。
ご利用のお客さまおよび沿線の方々には大変ご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び
申し上げます。
引き続き，安全対策を推進することにより，鉄道運転事故等の防止に取り組んでまいります。

❶ 夜間作業確認システムの整備
夜間業時の線路閉鎖・給停電作業時における作業開始前後の確認手続きについて，保安度の向上を図るため，
運輸司令システムおよび電力管理システムと連携した夜間作業確認システム（線路閉鎖作業については専用携帯
電話（GPS携帯）により作業位置を地図上に表示する，作業位置確認システムを併設）を整備しております。

❸ 保守用車のハンドスコッチ確認装置の整備
万一，留置した保守用車のブレーキが緩み，逸走するような事故が発生することを防止するため，車輪止め

（ハンドスコッチ）を設置しています。また，車輪止めのかけ忘れおよび外し忘れを防止するため車内に確認装置を
装備しております。

❷ 列車接近警報装置の設置
線路内で保守作業を行う作業員に対して，列車の接近を表示灯の
点滅で知らせる装置の設置を進め，触車災害の防止を図っております。
2015年度は，弘明寺～上大岡駅，上大岡～杉田駅，杉田～京急富岡
駅間に設置いたしました。

❾ 防雷設備の設置
落雷による人的被害や設備の損傷を防ぐため，京急蒲田駅と金沢文庫
駅に設置しています。

� 監視カメラ（ＰＯＴＶ）の更新
駅において，車掌や駅係員がドア操作時に側面を確認する監視カメラ

（POTV）を55駅412台設置しております。なお，順次カメラおよびモニ
ターの更新を行い，視認性向上を図っております。

◆保守作業の安全対策

◆鉄道運転事故・輸送障害・インシデントの発生件数

鉄道運転事故等の発生状況と再発防止策3

2015年度のインシデントは，0件でした。
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設備故障等（上屋の支持材脱落,連動装置故障等） 6

自然災害（台風,降雪等） 5 第三者等によるもの（自殺と思われるもの,投石等） 15
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非常停止ボタンは当社線の全踏切道に設置しております。
※非常ボタンについては，Ｐ27をご参照ください。

列車に石を投げたり，線路に石を置いたり，
駅や車両への落書きは，絶対にしないでくだ
さい。このような行為は犯罪です。見かけたとき
は，駅係員や警察へご連絡ください。

踏切でのトラブルの際は非常ボタンを押してください

非常停止ボタンは全駅に設置しております。
※非常停止ボタン（異常報知装置）については，Ｐ24ページをご参照ください。

ホームから人が転落した等の異常を見かけたら，
非常停止ボタンを押してください　

車いす・ベビーカーご使用で，
ホームで電車をお待ちの際は，
必ずストッパーを
おかけいただくよう
お願いします。

万一踏切内に閉じ込められた場合は，
遮断かんを押し上げて踏切外へ脱出してください

鉄道の安全を支えていくには，日常のメンテナンスが欠かせません。沿線にお住まいの皆さまには，ご迷惑
をおかけすることもございますが，鉄道の安全の確保に大切な作業を行っておりますので，ご理解・ご協力
をお願いします。

毎年，全国で実施される交通安全運動に当社も参加し，沿線の皆さまに事故防止の啓発を行っております。また，
1978年から毎年，春の全国交通安全運動の一環として，沿線の小学校約120校を対象に，事故防止啓発のグッズを
配布しております。

「京急久里浜駅改札前のタイルが滑りやすく，特に雨の日は滑りやすいので，転倒してしまう人が出る」とのお客さま
からのご意見から，スロープ部タイルの滑り止め塗装をいたしました。

京急久里浜駅改札前タイルに滑り止め塗装

沿線の皆さまに日ごろの感謝をこめて，（株）京急ファイン
テック久里浜事業所を会場として，京急ファミリー鉄道フェスタ
を毎年開催しております。普段は体験できない車両機器や
信号機の操作体験，保守用車の公開，車両の点検・修理の
様子などを通じて，当社の安全への取り組みと鉄道への理解
を深めていただいております。

鉄道の安全の確保は，当社の取り組みだけでは充分とはいえません。日ごろから，お客
さまや沿線の皆さまをはじめ，警察や消防，自治体との連携や協力が欠かせません。また，
お客さま・沿線の皆さまにおかれましては，安全の確保に向けたご協力をお願いします。

当社は，お客さまからのご意見・ご要望を一元管理するため，京急ご案内センターを開設
しております。ご案内センターに寄せられたご意見・ご要望をもとに，施設の改良など，安全
対策を数多く実施しております。

安全の取り組みの一般公開
「京急ファミリー鉄道フェスタ」

◆お客さまからのご意見による改善例

全国交通安全運動で小学生に啓発活動
◆安全啓発活動

発車間際の駆け込み乗車はご遠慮ください
◆ご利用のお客さまへお願い

◆日常の安全確保のための作業にご理解・ご協力をお願いします

▲施工前 ▲施工後

携帯電話・スマートフォンを操作しながら，駅構内を歩くのは危険です

黄色い線の内側をお歩きください

不審物発見時は乗務員・駅係員・警察官・警備員へお知らせください

列車にいたずらをしないでください

お客さまからのご意見4

お客さま・沿線の皆さま・関係者との連携やお願い5
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非常停止ボタンは当社線の全踏切道に設置しております。
※非常ボタンについては，Ｐ27をご参照ください。

列車に石を投げたり，線路に石を置いたり，
駅や車両への落書きは，絶対にしないでくだ
さい。このような行為は犯罪です。見かけたとき
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ホームから人が転落した等の異常を見かけたら，
非常停止ボタンを押してください　

車いす・ベビーカーご使用で，
ホームで電車をお待ちの際は，
必ずストッパーを
おかけいただくよう
お願いします。

万一踏切内に閉じ込められた場合は，
遮断かんを押し上げて踏切外へ脱出してください

鉄道の安全を支えていくには，日常のメンテナンスが欠かせません。沿線にお住まいの皆さまには，ご迷惑
をおかけすることもございますが，鉄道の安全の確保に大切な作業を行っておりますので，ご理解・ご協力
をお願いします。

毎年，全国で実施される交通安全運動に当社も参加し，沿線の皆さまに事故防止の啓発を行っております。また，
1978年から毎年，春の全国交通安全運動の一環として，沿線の小学校約120校を対象に，事故防止啓発のグッズを
配布しております。

「京急久里浜駅改札前のタイルが滑りやすく，特に雨の日は滑りやすいので，転倒してしまう人が出る」とのお客さま
からのご意見から，スロープ部タイルの滑り止め塗装をいたしました。

京急久里浜駅改札前タイルに滑り止め塗装

沿線の皆さまに日ごろの感謝をこめて，（株）京急ファイン
テック久里浜事業所を会場として，京急ファミリー鉄道フェスタ
を毎年開催しております。普段は体験できない車両機器や
信号機の操作体験，保守用車の公開，車両の点検・修理の
様子などを通じて，当社の安全への取り組みと鉄道への理解
を深めていただいております。

鉄道の安全の確保は，当社の取り組みだけでは充分とはいえません。日ごろから，お客
さまや沿線の皆さまをはじめ，警察や消防，自治体との連携や協力が欠かせません。また，
お客さま・沿線の皆さまにおかれましては，安全の確保に向けたご協力をお願いします。

当社は，お客さまからのご意見・ご要望を一元管理するため，京急ご案内センターを開設
しております。ご案内センターに寄せられたご意見・ご要望をもとに，施設の改良など，安全
対策を数多く実施しております。

安全の取り組みの一般公開
「京急ファミリー鉄道フェスタ」

◆お客さまからのご意見による改善例

全国交通安全運動で小学生に啓発活動
◆安全啓発活動

発車間際の駆け込み乗車はご遠慮ください
◆ご利用のお客さまへお願い

◆日常の安全確保のための作業にご理解・ご協力をお願いします

▲施工前 ▲施工後

携帯電話・スマートフォンを操作しながら，駅構内を歩くのは危険です

黄色い線の内側をお歩きください

不審物発見時は乗務員・駅係員・警察官・警備員へお知らせください

列車にいたずらをしないでください

お客さまからのご意見4

お客さま・沿線の皆さま・関係者との連携やお願い5
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※本報告書は, 鉄道事業法第19条の4に定める鉄道事業者による安全報告書で, 当社における鉄道輸送の安全確保の
ための取り組みや安全にかかわる情報をまとめたものです。

※本報告書の内容は, 2015年度の状況を記載しております。

京浜急行電鉄株式会社

2016
鉄道安全報告書

京急ご案内センター

※おかけ間違いのないようご注意ください。
営業時間／平日 7：30～21：00　土・日・祝日 9：00～17：00
03-5789-8686 または 045-441-0999

発行：京浜急行電鉄株式会社 鉄道本部安全推進部

●各種お問い合わせ,ご意見・ご要望などのご連絡はこちらです 


